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町
で
は
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
更

新
に
伴
い
、
町
内
の
全
世
帯
お
よ
び
事
業
所

に
戸
別
受
信
機
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
戸
別
受
信
機
を
設
置
す
る
と
、
聞
こ
え

づ
ら
い
な
ど
の
問
題
を
解
消
し
室
内
で
情
報

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
戸
別
受
信
機
に
は
聞
き
逃
し
て
し

ま
っ
た
放
送
を
再
生
す
る
機
能
も
つ
い
て
お

り
、
よ
り
確
実
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

■
町
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
受
け
取

　

り
は
お
済
み
で
す
か
？

　

戸
別
受
信
機
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は

役
場
２
階
総
務
課
企
画
調
整
担
当
に
て
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
足
が
不
自
由
な

方
等
で
来
庁
が
難

し
い
方
は
、
別
途

対
応
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当
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地
域
の
安
全

・
安
心
は
自
主
防
災
組
織
か
ら

１ 

自
主
防
災
組
織
と
は
？

　

 

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民
が
協

力
し
て
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で

守
る
」
た
め
に
立
ち
上
げ
る
組
織
の
こ
と
で

す
。
平
常
時
に
は
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み

を
実
践
し
、
災
害
時
に
は
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。　

２ 

自
主
防
災
組
織
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

国
・
道
お
よ
び
町
の
行
政
が
行
う
公
助
に

つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
に
は
お
の
ず
と
限

界
が
あ
り
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
自
助
と
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
「
自
分
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

消
防
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ
る
救
助
は
全
体

の
わ
ず
か
２
％
で
、
多
く
は
自
力
ま
た
は
家

族
や
隣
人
な
ど
の
地
域
住
民
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
協
力
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
防
災
組
織
を

作
る
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
と
て
も
大

切
な
備
え
で
す
。

「警戒レベル４」で危険な場所から全員避難！
　集中豪雨や台風などにより水害や土砂災害などの災害が発生するおそれがある場合において、防災情報

の意味が直感的に理解でき、状況に応じて避難活動等ができるよう「警戒レベル」を用いた避難情報等の

運用を開始しています。早めの情報収集・行動を心掛け「警戒レベル」に応じて適切な避難活動をとって

ください。また、避難の際、マスク・消毒液・体温計を準備できる方は荷物に加えてください。

戸別受信機戸別受信機

台風、 洪水、 土砂災害、 地震。

近年頻発する自然災害に備えて、 日頃から災害

発生時にとるべき行動や災害情報の入手方法など

を確認することが大切です。

災害災害にに

　　　　　　備備えるえる

９月１日は 「防災の日」 です９月１日は 「防災の日」 です
大切な命を守るため、 家族や地域で “もしもの時” を考えてみましょう大切な命を守るため、 家族や地域で “もしもの時” を考えてみましょう

３ 

自
主
防
災
組
織
は
何
を
す
る
の
？

■
平
常
時

　

防
災
に
関
す
る
情
報
の
普
及
・
啓
発
、
防

災
訓
練
の
実
施
、
防
災
備
蓄
品
の
整
備
、
災

害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
把
握
、
地
域
の

危
険
箇
所
の
把
握
等

■
災
害
時

　

被
害
情
報
等
を
収
集
し
防
災
機
関
に
伝
達
、

防
災
機
関
か
ら
の
情
報
を
住
民
に
周
知
、
初

期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
、
救
出
救
護
、
給

食
活
動
等

４ 

ど
う
や
っ
て
組
織
を
作
る
の
？

　

日
頃
の
つ
な
が
り
、
平
常
時
の
防
災
活
動
、

災
害
時
の
避
難
行
動
等
を
考
慮
し
、
自
治
会

を
一
つ
の
単
位
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
す
。

自
治
会
を
活
用
し
て
地
域
に
合
っ
た
組
織
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
自
治
会
に
す
で
に
防
災
関
係
部
門
が
置
か

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

⑵
自
治
会
に
防
災
関
係
部
門
が
な
い
場
合
は
、

会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
新
た
に
防
災
部

門
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

⑶
規
模
の
小
さ
い
自
治
会
の
場
合
は
、
い
く

つ
か
の
自
治
会
が
合
同
で
一
つ
の
自
主
防

災
組
織
を
設
け
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

５　

町
が
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
？

・
組
織
結
成
に
関
す
る
助
言

・
防
災
講
話
等
の
講
師
の
派
遣

・
研
修
会
（
災
害
図
上
訓
練
等
）
の
支
援

・
防
災
備
蓄
品
等
の
購
入
の
補
助

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
（
30
万
円

以
内
の
補
助
、
予
算
の
範
囲
内
）
が
活
用
で

き
ま
す
。
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線

　警戒レベル１・２は気象庁が発表し、警戒レベル３～５は足寄町が発令します。警戒レベルや避難情報

が発表・発令された場合には下記の方法で情報が伝達されますので、誤った情報に惑わされないよう正確

な情報の入手方法を確認してください。

◆注　意

　警戒レベルは必ずしも１から５の順番で発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

《警戒レベル１・２》

テレビ・ラジオ

《警戒レベル３～５》

防災行政無線・エリアメール・登録メール

足寄町防災ツイッター・広報車・個別訪問

《警戒レベル》 《避難情報等》 《避難行動》

警戒レベル警戒レベル
５５

警戒レベル警戒レベル
４４

警戒レベル警戒レベル
３３

警戒レベル
２

警戒レベル
１

命を守るための最善の行動命を守るための最善の行動

をしましょうをしましょう。。

速やかに避難先へ避難しま速やかに避難先へ避難しま

しょう。近くの避難場所ましょう。近くの避難場所ま

での移動経路が危険と思わでの移動経路が危険と思わ

れる場合は、別の安全な場れる場合は、別の安全な場

所に避難しましょう所に避難しましょう。。全員避難全員避難

高齢者等は避難

避難に時間を要する人（ご避難に時間を要する人（ご

高齢の方、障害のある方高齢の方、障害のある方、、

乳幼児等）とその支援者は乳幼児等）とその支援者は

避難をしましょう。その他避難をしましょう。その他

の人は、避難の準備を整えの人は、避難の準備を整え

ましょうましょう。。

避難に備え、ハザードマッ

プなどにより、自らの避難

行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めま

しょう。

災害発生情報災害発生情報
※災害が実際に発生したことを把※災害が実際に発生したことを把

握した場合に、可能な範囲で発令握した場合に、可能な範囲で発令

〈足寄町が発令〈足寄町が発令〉〉

避難勧告避難勧告

避難指示（緊急避難指示（緊急））
※地域の状況に応じて緊急的また※地域の状況に応じて緊急的また

は重ねて避難を促す場合等に発令は重ねて避難を促す場合等に発令

〈足寄町が発令〈足寄町が発令〉〉

避難準備避難準備

高齢者等避難開始高齢者等避難開始

〈足寄町が発令〈足寄町が発令〉〉

洪水注意報

大雨注意報等
〈気象庁が発表〉

早期注意情報
〈気象庁が発表〉

《災害状況》

すでに土砂災害や堤防のすでに土砂災害や堤防の

越水・決壊が発生してい越水・決壊が発生してい

る状況でする状況です。。

土砂災害警戒情報が発表土砂災害警戒情報が発表

された場合や堤防の越された場合や堤防の越

水・決壊が発生する恐れ水・決壊が発生する恐れ

が非常に高い状況ですが非常に高い状況です。。

大雨警報（土砂災害）が大雨警報（土砂災害）が

発表された場合や雨が継発表された場合や雨が継

続的に降り続き、今後災続的に降り続き、今後災

害が発生する危険性が高害が発生する危険性が高

い状況ですい状況です。。

災害の発生はまだ低い状

況です。

災害発生に対する注意が

高まってきた状況です。

危険な場所から

危険な場所から

低

危
険
度

高高

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
動
に
関
し
て

お
困
り
の
際
に
は
、
担
当
職
員
が
伺
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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町
国
際
交
流
員
の
ハ
ン
ナ
・
ボ
ー
ル
ホ
ー

ン
さ
ん

が
１
年
間
の
任
期
を
終
え
、
８
月
７
日

に
カ
ナ
ダ
へ
帰
国
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ナ
さ
ん

は
リ
ヴ
ァ
イ
・
セ
ン
ズ
さ
ん

の
後

任
と
し
て
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
友
好
協
会
の
推
薦

を
受
け
、
令
和
元
年
９
月
に
第
14
代
目
の
国

際
交
流
員
と
し
て
来
町
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ナ
さ
ん

は
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
、
町

内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語
指
導
や
保
育

所
な
ど
で
の
英
語
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
数
多
く
参
加
し
、
多
く
の

町
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
弓
道
を
習
い
、
日
本
文

化
を
吸
収
し
よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し
て
い

た
の
が
印
象
的
で
す
。
日
本
食
も
大
好
き
で
、

特
に
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
、
給
食
の
カ
レ
ー

が
お
気
に
入
り
で
し
た
。

　

帰
国
に
あ
た
り
、
ハ
ン
ナ
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
あ
り
が
と
う
！
】

　

私
は
足
寄
町
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
町
で
生
活
し
て
み
て
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ

ィ
ン
市
の
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ
足
寄
を
訪
れ
て

ほ
し
い
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
地
域
の
皆
さ

ん
に
会
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

１
年
前
、
私
は
荷
造
り
を
し
な
が
ら
〝
海

を
渡
っ
た
先
に
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
〟
と
期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
仕

事
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
人
た
ち
に
出
会
い
、

ど
ん
な
仕
事
や
暮
ら
し
を
す
る
の
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、

国
際
交
流
員
と
い
う
仕
事
は
私
の
期
待
を
は

る
か
に
超
え
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

足
寄
に
は
素
晴
ら
し
い
先
生
た
ち
、
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
親
切
な
人
々
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
教
え
た
子
ど
も

た
ち
と
別
れ
る
と
思
う
と
と
て
も
寂
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
の
同
僚
を

は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
や
出
会
っ
た
人
た
ち

は
本
当
に
優
し
く
親
切
な
人
た
ち
ば
か
り
で

し
た
。
ま
た
近
い
将
来
、
皆
さ
ん
に
会
い
に

戻
っ
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
前
、
日
本
に
来
る
準
備
を
し
て
い
た

時
は
、
ま
さ
か
日
本
に
い
る
間
に
世
界
的
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き
る
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
り
、
学
校
も
休
校
に
な

り
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
が
、
皆
さ
ん
と

て
も
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
な
時

期
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の
経
済
を

支
え
、
苦
し
い
時
間
を
共
に
助
け
合
い
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
足
寄
の
人
た
ち
の
姿
勢
に

は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
私
は
滞
在
中
に
多
く
の
日
本
文
化
を

体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
弓
道
を
習

っ
て
み
た
り
、
着
任
し
て
す
ぐ
地
域
の
お
祭

り
で
み
こ
し
を
担
が
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
学

校
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を

さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
の
経
験
を
積
ん
で

い
く
中
で
た
く
さ
ん
の
優
し
い
人
た
ち
に
出

会
い
、
そ
し
て
彼
ら
は
私
の
大
切
な
親
友
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
日
本
で
積
ん
だ
貴
重
な

経
験
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
任
期
は
終
わ
り
ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
に

戻
っ
て
か
ら
は
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
足
寄

友
好
協
会
の
役
員
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
足
寄
町
と
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
素
晴

ら
し
い
姉
妹
都
市
交
流
に
参
加
し
続
け
、
両

都
市
の
国
際
交
流
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
度
足
寄
に
戻
っ
て
来
る
時
は

カ
ナ
ダ
か
ら
訪
問
団
を
引
き
連
れ
て
戻
っ
て

来
た
い
と
思
い
ま
す
！
ま
た
安
全
に
両
国
の

行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
足
寄
高
校

の
生
徒
た
ち
が
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
来

た
と
き
は
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

足
寄
町
の
皆
さ
ん
、
私
に
親
切
に
し
て
く

れ
て
、
私
を
こ
の
地
域
に
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
の
人
生
に
新
し
い
視
点
を
与
え
て
く

れ
た
こ
の
町
は
私
の
第
二
の
故
郷
で
す
。
あ

り
が
と
う
！

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ン
ナ
・
ボ
ー
ル
ホ
ー
ン

ハンナハンナささ
んん

　　　　が帰国　　　　が帰国

国際交流員国際交流員

英語がより身近になる
　町民を対象とした英会話教室「２０２０ 

ＥＮＧＬＩＳＨ ＰＡＲＴＹ １」( 町教育委

員会主催）が国際交流員のミッチェル・ボー

ウィーさ
ん、ハンナ・ボールホーンさ

んを講師に

町民センターで行われました。参加者は英語

で自己紹介した後、ゲームをしながら楽しく

英会話を学びました。

7/87/8

　夏季北海道高等学校野球大会十勝支部大会

に出場する足寄高等学校野球部（池田剛基監

督、選手12人）にあしょろ観光協会（山下昇

理事長）から陣中見舞いの弁当が届けられま

した。福田瑛二主将（３年）は「皆さんの期

待に応えたい」と決意を語り、20年ぶりの支

部代表決定戦に進出を果たしました。

頑張れ !足高野球部 7/187/18

泳げるようになろう

防火意識を身に付けよう
　町認定こども園どんぐり（渡辺裕美園長）

で年長の園児45人を対象に、防火ＰＲが行わ

れました。足寄消防団の髙木廣志団長が「お

うちでは火遊びなどは絶対せず、火事のない

ように気を付けてください」とあいさつ。そ

の後園児らは、消防車の前で記念撮影や放水

体験を行いました。

7/67/6

　水泳少年団に加入していない小学生を対象

としたジュニア水泳教室（町教育委員会主催、

全３回）が温水プール（村上賢治館長）で開

かれ、50人が参加しました。水着に着替えた

児童は学年別にバタ足などの練習を開始し、

町水泳協会指導員の下、楽しく練習していま

した。

7/87/8
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令和2年国勢調査を実施します
～５年に１度の日本で最も重要な統計調査～

　　　

乳がん・子宮がん・大腸がん検診
のお知らせ

詳　細　役場総務課企画調整担当　　　☎２５－２１４１　内線３１４・３１６

詳　細　役場福祉課保健推進担当　　 　　　

　　　　☎２５－２５７１

開催日　９月23日㈬・24日㈭・25日㈮
時間（予約制）

　　　　23日午後１時30分～３時

　　　　24日午前９時～11時、午後１時～３時

　　　　25日午前９時～11時

場　所　町民センター

交通規制のお知らせ

　本町の山林にはヒグマ

が生息しており、町内全

域においてヒグマが目撃

されています。ヒグマに

よる被害に遭わないため

に一番大事なことはヒグマに出会わないことです。

　農作業や山菜取り等で外出するときには以下

のルールを守りましょう。

●食べ物やゴミは必ず持ち帰る

●目立つ服装をし一人では行動しない

●鈴やラジオ等で音を出しながら歩く

●薄暗い時や見通しの悪い場所で行動しない

●ふんや足跡を見たら速やかに引き返す

　工事中は通行止めとなりますが、区間内住民

のために必要と認められる交通は確保します。

■道路ストック修繕（共励線）工事

工事箇所：旭町２丁目・４丁目

工事期間：10月20日㈫まで

■西町９丁目 12 号通整備工事

工事箇所：西町９丁目

工事期間：11月10日㈫まで

●国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

●９月中旬から、調査員が皆さんのお宅を訪問し、調査書類を郵便受けに入れるなどしてお配りします。

●回答は、できる限りインターネットでお願いします（郵送も可能です）。

●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、わた

　したちの生活の身近なところに役立てられています。

● 国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、調査書類の配布や調査票の受け取り

を、できる限り、皆さんと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしています。皆さんのご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。

詳　細　役場建設課土木担当

　　　　☎２５－２１４１　内線３６２

詳　細　役場経済課林業振興室

　　　　☎２５－２１４１　内線２４４

利
別
川

利
別
川

足寄橋足寄橋

国
道
２
４
２
号

国
道
２
４
２
号

・特別養護・特別養護
　老人ホーム　老人ホーム

検　診 対　象 料　金

乳がん 40歳以上の女性

50歳未満
（Ｘ線検査２方向撮影）

2,100円
50歳以上

（Ｘ線検査１方向撮影） 
1,600円

子宮がん
20歳以上の女性
※頸部検査と

エコーはセット

頚部・婦人科エコー 
1,400円

大腸がん
40歳以上の
男性・女性

※受付場所は別

便潜血反応検査
700円

その他　すべての検診は毎年受診できます。

　　　　生活保護の方は無料です。

申込期限　８月28日㈮午後５時まで

確認してください！
土砂災害から身を守るために

　大雨等による土砂災害が日本各地で発生して

います。崖崩れや土石流、地すべりなどによる

土砂災害は、一瞬にして多くの人命や財産を奪

ってしまうおそろしい災害です。土砂災害から

身を守るためには、一人ひとりの日頃からの備

えが重要です。

土砂災害から身を守るために最低限知っておく

べき３つのポイント

１. 住んでいる場所が 「土砂災害警戒区域等」 か

確認する

　土砂災害のおそれのある地区は「土砂災害警

戒区域」や「土砂災害危険箇所」とされていま

す。自分の家や普段通る道等がこれらの地区に

あるかどうか「足寄町防災ガイドマップ」や「北

海道土砂災害警戒情報システム（http://www.

njwa.jp/hokkaido-sabou/）で確認しましょう。

２. 雨が降り出したら土砂災害警戒情報に注意

　土砂災害警戒情報は、大雨による土砂災害発

生の危険度が高まったときに、住民の自主避難

や町が避難勧告などを発令するときの参考とな

るよう、道と気象庁が共同で発表する防災情報

です。気象庁ホームページや北海道土砂災害警

戒情報システムなどで確認できるほか、テレビ

やラジオの気象情報でも流れます。

３. 警戒レベル 4 で危険な場所から全員避難

　自宅が土砂災害警戒区域等にある方は、土砂

災害警戒情報が発表されたら、避難勧告が発令

されていなくても、早めに近くの避難所など、

安全な場所に避難しましょう。

詳　細　役場総務課企画調整担当

　　　　☎２５－２１４１　内線３１８

・町民センター・町民センター 地すべり地すべり

土石流土石流

崖崩れ崖崩れ

https://www.kokusei2020.go.jp/

国勢調査については、「国勢調査2020

総合サイト」をご覧ください。

総務省 ・北海道 ・足寄町

・国勢調査は、統計法に基づき、日本に住んでいるすべての人・世帯（外国の方含む）に回答の義務がある

　大切な調査です。

・回答いただいた内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用することはありません。

利
別
川

利
別
川

両国橋両国橋

・役場・役場

国道２４１号国道２４１号

わくわく体験バスツアー
中止のお知らせ

赤十字ふれ愛バザー
中止のお知らせ

　例年、９月に実施しております足子連主催の「わ

くわく体験バスツアー」について、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため中止とさせていただき

ます。ツアーを楽しみにしていた皆さんには、誠

に申し訳ありませんがご理解くださいますようお

願いします。

詳　細　教育委員会生涯学習担当

（足寄町地域子ども会育成連絡協議会事務局）

　　　　☎２５－３１８８

　例年、10月に開催しております赤十字ふれ愛バ

ザールを今年は中止とさせていただきます。

　毎年、収益は国内で発生した災害への義援金等

に充てております。赤十字奉仕団員で作った手作り

石けんは今年度はバザーでの販売はいたしませんが、

希望の方には販売しますのでご連絡をお願いします。

詳　細　役場福祉課福祉担当

　　　　☎２５－２１４１　内線１４０

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info



詳　細　役場総務課情報管理担当　　　☎２５－２１４１　内線３３２
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事業継続支援金の申請はお済みですか？
～新型コロナウイルス感染症対策～　

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、経営に特に大きな影響を受けている町内事業者の皆さ

んに、事業を継続していくため事業全般に広く使用できる支援金を交付しています。

対象者　 町内の中小企業者・小規模企業者で町内に独立した事業所または店舗を有する法人または

個人です。ただし以下の業種は対象外となります。

申請要件

１．令和２年３月１日時点で１年以上事業を継続しており、今後も事業を継続する意思がある。

２． 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月から５月で最も売上が減少した月が前

年同月と比較して５％以上売り上げが減少している。

３．町税を完納している。

給付金額　売上の減少率および減少額により５万円～１００万円

申込期限　８月31日㈪まで

申込先・詳細　役場経済課商工観光振興室　　　☎２５－２１４１　内線２５１・２５２

農業、林業、鉱業・採石業・砂利採取業、建設業、電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信業、金融・保険業、

不動産業、病院・診療所・歯科、複合サービス業（郵便局・協同組合等）、政治・経済・文化団体、宗教、公務

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

■
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親

　

家
庭
が
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
受
給
で

　

き
る
よ
う
見
直
し
ま
す

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
を
改
正
に
よ

り
、
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
障
害
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
「
児
童
扶
養
手
当
」
の
算

出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
は
、
障
害
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
児
童
扶
養
手
当

が
受
給
で
き
ず
、
就
労
が
難
し
い
方
は
、
厳

し
い
経
済
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
を

改
正
し
、
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
、
児
童
扶

養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分

の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
ま
す
。

【
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
】

◆
す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し

て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
原
則
、
申

請
は
不
要
で
す
。

◆
そ
れ
以
外
の
方
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要

で
す
。
な
お
、
令
和
３
年
３
月
１
日
よ
り
前

で
あ
っ
て
も
、
事
前
申
請
は
可
能
で
す
。

【
支
給
開
始
月
】

◆
通
常
、
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給

開
始
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
た
た
め
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
令
和
３
年
３

月
１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、

令
和
３
年
６
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

◆
令
和
３
年
３
月
分
と
４
月
分
の
手
当
は
、

令
和
３
年
５
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

を
受
章
し
た
元
足
寄
消
防
団
副
団
長
の
内
藤

賀
三
さ
ん

へ
の
叙
勲
伝
達
式
が
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

内
藤
さ
ん

は
昭
和
51
年
に
足
寄
消
防
団
に
入

団
か
ら
42
年
間
、
う
ち
平
成
26
年
か
ら
退
団

す
る
平
成
30
年
ま
で
の
４
年
間
は
副
団
長
と

し
て
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
団
員

の
教
育
な
ど
に
尽
力
し
、
安
全
な
町
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
う
け
て
内
藤
さ
ん

は
「
こ
ん
な
に
立

派
な
章
を
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
受
章
で
す
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま

し
た
。

■
「
児
童
扶
養
手
当
」
と
「
公
的
年
金
等
」　

の
両
方
を
受
給
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が
必　

要
で
す
！

　

公
的
年
金
等
を
受
給
す
る
場
合
、
児
童
扶
養

手
当
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

障
害
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
そ
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低

い
場
合
、
差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
支

給
し
ま
す
の
で
次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
公
的
年
金
等
を
新
た
に
受
給
す
る
場
合
は
速

や
か
に
町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
手
続
き
】

　

次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
役
場
福
祉
課
福

祉
担
当
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
公
的
年
金
給
付
等
受
給
状
況
届

・ 

公
的
年
金
給
付
等
受
給
証
明
書
（
年
金
証
書
、

年
金
決
定
通
知
書
で
も
可
）

●
公
的
年
金
等
が
過
去
に
遡
っ
て
給
付
さ
れ
る

場
合
や
、 

公
的
年
金
を
受
給
し
、
市
区
町
村
へ

の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

過
去
に
受
給
し
た
児
童
扶
養
手
当
の
返
還
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
早

め
に
行
う
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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内
藤
賀
三
さん

に
瑞
宝
単
光
章

ひ
と
り
親
の
ご
家
庭
へ

　
　
　
　
　

大
切
な
お
知
ら
せ

お知らせ

Ashoro

Info
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あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
致
し

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

 

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当
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「みんなの広場・Ａメール」の「Ａ」は、ＡＳＨＯＲＯのＡ

で、ＡＮＳＷＥＲ（答える～皆さんからのご意見に答える）

ＡＤＶＡＮＣＥ（進める～まちづくりをみんなで進める）と

いった意味です。

足
寄
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
て
い
ま
す

　

平
成
７
年
９
月
14
日
、
町
議
会
で
「
非

核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
が

行
わ
れ
、
こ
れ
を
受
け
平
成
７
年
11
月

１
日
、
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
非
核
三
原
則

の
堅
持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て

宣
言
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
宣
言
を
通
じ
て
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、
平
和
の
尊
さ

を
提
唱
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
宣
言
文
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
平
和
に
つ
い
て
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
宣
言

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を

実
現
す
る
こ
と
は
、
世
界
で
唯
一
の

核
被
爆
国
、
日
本
国
民
共
通
の
悲
願

で
あ
り
、
足
寄
町
民
の
心
か
ら
の
望

み
で
あ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
が
、
世
界
の
平
和
と
人
類

の
生
存
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
つ
つ

あ
る
今
日
、
私
た
ち
は
核
兵
器
の
廃

絶
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
守
り
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
子
孫
に
伝
え
る
た

め
に
も
、
我
が
足
寄
町
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
に
、
平
和
を
求
め
る
心
を

養
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
核
三
原
則
の
堅

持
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
明

る
く
住
み
良
い
幸
せ
な
町
民
生
活
を

守
る
決
意
を
表
明
し
、
こ
こ
に
足
寄

町
は
「
非
核
平
和
都
市
の
ま
ち
」
を

宣
言
し
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
よ
う

高
齢
者
虐
待
を
防
止
し
よ
う

　

「
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
尊
厳
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
」
と
い
う
当
た
り
前
の
権
利
を
侵
害
す
る

「
高
齢
者
虐
待
」
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

虐
待
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
あ
り
ま
す

　

虐
待
の
類
型
は
５
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待

：

叩
く
・
つ
ね
る
・
縛
る
（
拘

束
す
る
）
な
ど
の
行
為
で
身
体
的
苦
痛
を
与

え
る
こ
と 

高
齢
者
虐
待
が
起
き
る
背
景

　

高
齢
者
虐
待
が
起
き
る
背
景
に
は
、
認
知

症
が
進
行
し
問
題
行
動
が
増
え
る
、
寝
た
き

り
な
ど
で
介
護
の
負
担
が
重
く
な
る
な
ど
で

介
護
者
が
心
身
共
に
疲
労
し
追
い
詰
め
ら
れ

た
り
、
地
域
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
誰
に

も
相
談
で
き
な
い
状
況
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
自
身
の
状
態
・
家
族
関
係
・
親
族

関
係
・
介
護
や

認
知
症
に
関
す

る
知
識
・
介
護

者
自
身
の
状
態

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
覚
が
な

・
心
理
的
虐
待

：

言
葉
や
威
圧
的

な
態
度
で
脅
し

た
り
侮
辱
し
た

り
精
神
的
な
苦

痛
を
与
え
る
こ

と

を
す
る
こ
と
、
ま
た
は
強
要
す
る
こ
と 

・
経
済
的
虐
待

：

財
産
や
金
銭
を
本
人
の
合

意
な
し
に
使
用
す
る
こ
と
、
ま
た
は
与
え
な

い
こ
と 

・
介
護
放
棄

：
介
護
や
生
活
の
世
話
（
部
屋

の
掃
除
や
入
浴
・
お
む
つ
交
換
・
食
事
等
）

を
放
棄
す
る
こ
と 

・
性
的
虐
待

：

本
人
が
嫌
が
る
性
的
な
行
為

介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
へ　

　

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
い
る
家
庭
は
地

域
の
人
に
事
情
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

介
護
で
お
困
り
の
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

考
え
込
ま
ず
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
の
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
を
活
用
し
、
介
護
の
負
担
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

地
域
で
見
守
る

　

地
域
の
人
は
介
護
し
て
い
る
家
庭
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見
守
り
、
日
頃
か
ら
声

を
掛
け
る
な
ど
し
て
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に

高
齢
者
虐
待
か
も
知
れ
な
い
…
と
思
っ
た
ら

　

養
護
者
（
高
齢
者
を
現
に
養
護
す
る
者
）

か
ら
の
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者

を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
・
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
生
命
や
身
体
に
重
大
な
危
険
が

あ
る
場
合
、
通
報
は
「
義
務
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
職
員
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
お
り
、
相
談
・
通
報
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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く
て
も
不
適
切
な
介
護
を
行
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
人
に
対
し
て

は
、
ま
ず
、
そ
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
苦
労

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

困
り
ご
と
が
あ

る
と
き
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
相
談
を
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
心
の
健
康

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
警
戒

が
長
期
化
し
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

不
安
や
恐
れ
、
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
、
心

や
体
に
変
化
を
感
じ
た
方
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

思
い
が
け
な
い
日
常
の
変
化
に
よ
り
気
持

ち
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
は
、
誰
で
も
起
こ

り
う
る
正
常
な
反
応
で
す
。
し
か
し
こ
う
し

た
状
況
が
長
く
続
く
こ
と
で
心
や
体
に
不
調

を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
正
確
な
情
報
を
適
切
な
量
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
不
正
確

な
う
わ
さ
や
デ
マ
、
過
剰
に
不
安
を
あ
お
る

よ
う
な
報
道
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
不
安
な

心
理
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
で
さ
ら
に
不
安
に
陥
っ
て
し
ま
い
悪
循
環

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
る
も
の
な
ど
、
発
信
元
が
明
ら
か
な
情

報
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
日
の
う
ち
決
ま
っ
た
時
間
に
ニ
ュ
ー
ス

を
見
る
な
ど
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
多
く

取
り
入
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
心
掛
け
る

　

食
事
や
睡
眠
、
運
動
な
ど
の
日
常
生
活
の

リ
ズ
ム
を
な
る
べ
く
崩
さ
な
い
よ
う
に
生
活

し
ま
し
ょ
う
。

①
毎
朝
同
じ
時
間
に
起
き
る

②
目
覚
め
た
ら
太
陽
の
光
を
浴
び
る

③
朝
食
を
同
じ
時
間
に
と
る

④
日
中
は
明
る
い
環
境
で
過
ご
す

⑤
適
度
な
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
動
か
す

⑥
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を
つ
く
る

　

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
コ
ー
ヒ
ー

や
お
酒
・
た
ば
こ
が
増
え
て
し
ま
い
が
ち
に

な
り
ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ニ
コ
チ
ン
に
は

脳
の
覚
醒
を
促
す
作
用
が
あ
り
寝
付
き
が
悪

く
な
り
ま
す
。
お
酒
は
睡
眠
が
不
安
定
に
な

り
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
た
り
し
ま
す
。

　

と
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
差
別
や
偏
見
を
防
ぐ

　

不
安
な
状
態
が
続
く
と
心
に
余
裕
が
な
く

な
り
、
偏
っ
た
判
断
を
し
が
ち
で
す
。

　

ま
た
、
不
安
な
状
況
下
で
発
生
し
や
す
い

集
団
心
理
は
い
じ
め
や
差
別
、
風
評
被
害
に

繋
が
り
ま
す
。
情
報
を
受
け
取
る
と
き
・
発

信
す
る
と
き
に
は
一
呼
吸
お
い
て
確
か
な
内

容
か
、
差
別
的
な
内
容
に
同
調
し
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
落
ち
着
い
て
冷
静
に
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
つ
ら
い
気
持
ち
は
押
し
込
め
ず
に
相
談

　

他
の
人
と
の
交
流
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
で
、

怒
り
や
不
安
、
さ
み
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
家

族
や
友
人
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
誰
か
に
話
し
相
談
す
る

こ
と
で
気
持
ち
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

・
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎
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２
５
７
１

平
日
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

・
北
海
道
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

心
の
電
話
相
談

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

５
５
６

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
日
祝　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〇
子
ど
も
へ
の
対
応

　

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に
も
次
の
よ
う

な
変
化
が
み
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
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・
赤
ち
ゃ
ん
返
り
や
甘
え
が
強
く
な
る

・
わ
が
ま
ま
に
な
る
、
反
抗
的
に
な
る

・
起
き
て
い
る
出
来
事
を
遊
び
と
し
て
繰
り

返
す

　

こ
の
よ
う
な
行
動
が
以
前
よ
り
も
強
く
感

じ
る
場
合
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に

は
次
の
対
応
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

①
不
安
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
に
は
安
心
感

を
与
え
る
言
葉
か
け
を
し
ま
し
ょ
う

②
子
ど
も
の
話
す
こ
と
は
否
定
せ
ず
に
聴
い

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

③
行
動
に
変
化
が
あ
っ
て
も
叱
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

④
大
人
が
落
ち
着
い
た
行
動
を
心
掛
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　

今
感
じ
て
い
る
不
安
や
恐
怖
は
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
の
た
め
で
あ
り
、
特
定
の
個
人
の
せ

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
こ
と
を
行
い
感
染
を
拡
大
し

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
だ
か
ら
こ
そ
思
い
や
り
を
持
ち
優
し
い

気
持
ち
で
他
者
と
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

協
力
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

足
寄
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

本
別
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
い
た
し
ま

す
。「
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
」「
夫
婦
・
子

ど
も
の
問
題
」「
相
続
・
遺
言
」「
負
債
の
整

理
」
な
ど
内
容
は
限
定
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開

催

日　

９
月
10
日
㈭
、
11
月
12
日
㈭
、

令
和
３
年
１
月
14
日
㈭
、
３
月
11
日
㈭

時　
　

間　

午
後
１
時
～
４
時

※
お
１
人
30
分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会

相
談
受
付　

事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
必
要
事
項
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

料　
　

金　

相
談
料
は
無
料
（
業
務
を
委
任

し
た
場
合
は
、
別
途
料
金
が
か
か
り
ま
す
）。

ご
存
じ
で
す
か
？　

成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
は
、
財
産
管
理
や
契
約
を
自
分
で
充

分
に
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
等
の
援
助

者
を
選
び
、
そ
の
選
ば
れ
た
援
助
者
が
本
人

に
と
っ
て
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
法
律

的
な
こ
と
や
生
活
面
に
配
慮
し
な
が
ら
支
援

す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

身
上
保
護

　

定
期
的
に
本
人
と
お
会
い
し
、
心
身
の
状

態
や
生
活
状
況
を
把
握
し
、
医
療
、
介
護
な

ど
の
手
配
・
契
約
手
続
き
を
し
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
の
手
続
き

・
入
退
院
に
関
す
る
手
続
き

・
福
祉
施
設
等
の
入
退
所
に
関
す
る
手
続
き
等

財
産
管
理

　

預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の
取
引
を
管
理
し
ま
す
。

・
本
人
の
財
産
の
管
理
・
取
引

　

例
え
ば
、
介
護
施
設
に
入
所
す
る
た
め
の

お
金
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
本
人
の
財
産

を
売
却
し
て
、
必
要
な
資
金
を
用
意
し
た
り

と
、
本
人
の
た
め
に
お
金
を
使
う
こ
と
が
可

〈
成
年
後
見
人
（
援
助
者
）
が
行
う
支
援
内
容
〉

　成年後見制度は「法定後見制度」「任意

後見制度」の２種類があります。

　法定後見制度は、すでに判断能力が低下

した人のための制度であり、本人の判断能

力に応じて３つに分類されます。

　

本
人
の
意
見
を
尊
重
し
、
家
庭
裁
判
所
か

ら
あ
ら
か
じ
め
認
め
ら
れ
た
行
為
の
範
囲
内

で
本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
法
定
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は
〉

　

実
際
に
法
定
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
裁
判
所
に
申
立
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
開
催
の
お
知
ら
せ

詳　

細　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

開
設
時
間

平
日

：

午
前
８
時
40
分
～
午
後
５
時
５
分

 

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く

 

☎
28

－

０
７
２
２

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

９
０
２
１

能
に
な
り
ま
す
。

・
犯
罪
や
悪
徳
商
法

か
ら
守
る
。

・
第
三
者
に
よ
る
財

産
の
使
い
込
み
を
防

げ
る
。

成年後見制度

法定後見制度

すでに判断能力が低下した人

を守る

任意後見制度

元気なうちに契約し

将来判断能力が低下したら

守ってもらう

法定後見制度の３類型

後見

判断能力が

全くない

保佐

判断能力が

かなり衰えている

補助

判断能力に

不安がある
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詳　

細

消
費
生
活
相
談
所　

☎
28

－

０
５
８
５

　
　

（
南
６

－

２　

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

平
日

：

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

『家
の
中
の
思
わ
ぬ
危
険
（子
ど
も
編
）』の
巻

第
93
回

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
の
長
い
ひ
も
状
の
も
の

は
首
に
か
ら
ま
っ
て
窒
息
事
故
が
発
生
し
ま

す
。
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
も
の
は
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
空
気
清
浄
機
等
の
ス
チ
ー
ム
は
火
傷
を
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
吹
き
出
し
口
に
近

づ
か
な
い
よ
う
注
意
し
、
柵
を
設
け
る
な
ど

し
て
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

・
誤
飲
の
お
そ
れ
の
あ
る
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

保
管
場
所
に
気
を
付
け
、
遊
ぶ
と
き
に
も
幼

児
が
口
に
入
れ
て
飲
み
込
ま
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、
窒
息
や
溺
水
な
ど
の
不
慮
の

事
故
に
よ
っ
て
、
毎
年
２
０
０
人
ほ
ど
の
子

ど
も
（
14
歳
以
下
）
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

消
費
者
庁
で
は
事
故
を
可
能
な
限
り
防
止

す
る
た
め
、
消
防
庁
や
経
済
産
業
省
・
国
土

交
通
省
な
ど
の
関
係
省
庁
と
連
携
し
「
子
ど

も
を
事
故
か
ら
守
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
安
全
の
確
保
」
に
つ
い
て
消
費

者
庁
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
子
ど
も
に
多
い
事
故
の
傾
向
は
ど
う
い

っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
外
出
を
控
え
て
い
る
た
め
か
屋
外

で
の
事
故
に
比
べ
、
家
の
中
で
の
事
故
が
多

く
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
お
も
ち
ゃ
に
使
用

し
て
い
る
ボ
タ
ン
電
池
を
間
違
っ
て
飲
み
込

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
が

調
理
の
お
手
伝
い
中
に
包
丁
で
指
を
切
っ
て

出
血
し
た
り
、
自
宅
で
水
遊
び
中
に
溺
れ
そ

う
に
な
る
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
消

費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.

caa.g
o.jp

）
で
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
過
去
に
公
表
さ
れ
た
消
費
者
庁
か
ら
の
注

意
喚
起
】

•
令
和
元
年
11
月
15
日

　

木
製
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
収
納
扉
が
不
意
に

開
き
乳
児
が
窒
息
す
る
重
大
事
故
が
発
生
！

•
令
和
元
年
９
月
18
日

　

タ
ト
ゥ
ー
シ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト

に
よ
る
肌
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
！

•
平
成
31
年
２
月
15
日

　

カ
プ
セ
ル
入
り
ス
ポ
ン
ジ
玩
具
が
幼
児
の

体
内
に
入
る
事
故
が
発
生
！

　

原
因
不
明
の
不
調
が
約
４
カ
月
続
き
、
そ

の
後
、
全
身
麻
酔
で
摘
出

Ｑ
．
事
故
を
防
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で

す
か
？

Ａ
．
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
子
ど
も
の
目
線
に

な
っ
て
危
険
な
箇
所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
詳
し
く
は
左
の
図
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

消
費
者
庁
で
は
子
ど
も
の
事
故
防
止
に
関

す
る
注
意
ポ
イ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

子ども安全メール

from消費者庁の
メール配信登録は

こちらから

Ⓒ2020 Poke'mom.Ⓒ1995-2019 Nintendo/Creaturea Inc./GAME FREAK Inc.

ポケットモンスター・ポケモン・Poke'momは任天堂・クリーチャーズ・

ゲームフリークの登録商標です。

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
７

飲
み
水
を　

未
来
に
つ
な
ご
う　

ぼ
く
た
ち
で

飲
み
水
を　

未
来
に
つ
な
ご
う　

ぼ
く
た
ち
で

  
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道
第24号第24号

足寄町下水道供用20年記念
～みんなでマンホールぬりえ・マンホールデザインコンクールを開催します～

　足寄町公共下水道事業は、平成12年10月12日に供用開始してから本年10月12日で20

年を迎えることとなりました。

　普段は目に見えない下水道について関心や愛着を持ってもらうとともに、足寄町の

魅力を再発見してもらうことを目的とした記念イベントです。

　※詳しくは、町ホームページまたは役場建設課上下水道室までお問い合わせください。

み
ん
な
で
マ
ン
ホ
ー
ル
ぬ
り
え

マ
ン
ホ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
方
法

：

応
募
用
紙
に
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を
記
載
の
上
、
役

場
上
下
水
道
室
宛
て
に
郵
送
、
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

役
場
上
下
水
道
室
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切

：

10
月
30
日
㈮
ま
で

応
募
対
象

：

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す（
町

外
の
方
で
も
応
募
で
き
ま
す
）。

〇
「
足
寄
町
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
」
と

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
最
優
秀
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
マ
ン
ホ
ー

ル
を
制
作
し
一
定
期
間
設
置
し
ま
す
（
令
和

３
年
度
予
定
）。

応
募
方
法

：

応
募
用
紙
に
、
氏
名
、
住
所
、

こ
ど
も
部
門
は
保
護
者
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
職
業
を
記
載
の
上
、
ぬ
り
絵
台
紙
と
併

せ
て
役
場
上
下
水
道
室
宛
て
に
郵
送
、
ま
た

ぬりえ部門

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

業

務

名

： 
下
水
道
管
渠
路
面
復
旧
等
そ
の

１
工
事

施
工
箇
所

：

位
置
図
の
と
お
り

施
工
期
間

：

７
月
下
旬
～
令
和
２
年
10
月
30
日

・栄町公園

・緑栄コミュニティーセンター

利
別
川国

道
２
４
２
号

利別川足寄橋特別養護
老人ホーム

・

西町７丁目～９丁目 南６条５丁目～７丁目

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
役
場
上
下
水
道
室
窓
口
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

応
募
締
切

：

10
月
２
日
㈮
ま
で

応
募
対
象

：

こ
ど
も
部
門
（
小
学
生
以
下
）

　
　
　
　
　

一
般
部
門
（
中
学
生
以
上
）

〇
応
募
い
た
だ
い
た
ぬ
り
え
は
、
10
月
19
日

か
ら
10
月
30
日
ま
で
町
民
セ
ン
タ
ー
で
展
示

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
各
部
門
抽
選
で
若
干
名
に
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

〇
各
部
門
優
秀
作
品
１
点
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ

た
を
制
作
し
一
定
期
間
設
置
し
ま
す
（
令
和

３
年
度
予
定
）。
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年
間
出
動
件
数 

（
７
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

178
件
（
47
件
減
）

火
災
出
動 

５
件
（
同　

数
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

湿
度
の
高
い
場
所
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
整
が
で
き
な
く
な
る
症
状
で
す
。
ま
た
、
気

付
い
た
時
に
は
重
症
化
し
て
い
る
場
合
が
多
い

と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

　

初
期
症
状
で
は
大
量
の
発
汗
や
頭
痛
、
め
ま

い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
症
状
が
悪
化
す
る
と
発

汗
は
停
止
し
ま
す
。

【
発
生
時
期
や
高
齢
者
の
症
状
】

　

全
国
的
に
熱
中
症
の
救
急
件
数
は
例
年
５
万

件
を
超
え
て
お
り
、
夏
期
に
多
く
７
月
下
旬
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
理
由
と
し
て
、
こ
の
時

期
は
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
汗

を
か
き
に
く
く
体
温
を
う
ま
く
調
整
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
５
月
上
旬
に
も

気
温
が
30
度
を
超
え
る
日
が
続
き
、
熱
中
症
の

危
険
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
と
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
に
つ
い
て

　

暑
い
時
期
、
急
に
体

調
を
悪
く
し
た
経
験
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
重
症
化
す
る
と

死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
、

熱
中
症
と
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
や

観
光
で
地
域
引
力
の
上
昇
を
目
指
す

　

地
域
創
生
、
活
性
化
を
考
え
た
と
き
一
番

有
効
な
手
法
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
そ
の
地
域

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
「
行
き

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
行
き
た
い
」

と
思
わ
せ
る
の
が
そ
の
地
域
の
地
域
引
力
で

す
。
地
域
引
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
こ
こ
し

か
な
い
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
「
も
の
、

こ
と
、
体
験
」
地
域
の
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

足
寄
町
は
火
山
、
温
泉
、
化
石
、
天
然
記

念
物
、
北
海
道
遺
産
、
農
産
物
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
資
源
を
持
つ
豊
か
な
町
で
す
が
、

町
外
の
方
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
し
た
ら
足
寄
町

は
観
光
地
だ
と
思
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
と

感
じ
ま
す
。
雌
阿
寒
岳
、
オ
ン
ネ
ト
ー
は
多

く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
お
り
、
雌
阿
寒
岳
は

百
名
山
の
一
つ
で
、
ま
さ
に
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
足
寄
町
よ
り
雌
阿
寒
岳
の

方
が
有
名
な
感
じ
で
す
。

　

そ
こ
で
足
寄
町
か
ら
雌
阿
寒
岳
で
登
山
、

オ
ン
ネ
ト
ー
野
営
場
で
キ
ャ
ン
プ
な
ど
雌
阿

寒
岳
エ
リ
ア
で
の
新
た
な
楽
し
み
方
を
海
外

観
光
客
含
め
、
ま
だ
足
寄
町
を
知
ら
な
い
方

に
提
案
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命

に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
、
雌
阿

寒
岳
の
形
成
、
登
山
ル
ー
ト
の
地
質
変
化
、

植
生
、
出
現
す
る
動
物
解
説
な
ど
を
利
用
し

て
写
真
、
動
画
で
足
寄
町
と
雌
阿
寒
岳
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
、
足
寄
町
に
行
っ
て
雌
阿

寒
岳
を
登
ろ
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
の
写
真
や

動
画
を
撮
っ
て
、
自
分
で
体
験
し
て
楽
し
み

方
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
熱
中
症
は
屋
内
で

の
発
生
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
重
症
度
が

高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
理
由
と
し
て
、
体

内
の
水
分
量
の
減
少
、
暑
さ
を
感
知
す
る
能
力

の
低
下
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
、
エ
ア
コ
ン
を

使
い
た
が
ら
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
た
め
、
発
見
が
遅
れ
や

す
い
こ
と
も
重
症
度
が
高
く
な
る
理
由
の
一
つ

で
す
。

【
予
防
方
法
に
つ
い
て
】

　

予
防
に
は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
暑
さ
を
避

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
外
出
時
は
も
ち
ろ
ん
、

室
内
に
い
る
場
合
も
水
分
・
塩
分
を
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
は
利
尿
作
用
が
あ

る
の
で
、
な
る
べ
く
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
経

口
補
水
液
等
塩
分
を
含
ん
だ
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ハ
チ
刺
傷
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
に
ご
注
意
を
】

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
薬
剤
、
刺

咬
症
（
特
に
ハ
チ
）、
植
物
が
主
な
原
因
で
す
。

ハ
チ
刺
傷
で
は
２
回
目
以
降
の
刺
傷
で
発
症
し

ま
す
。
症
状
と
し
て
は
じ
ん
ま
し
ん
や
紅
潮
、

進
行
す
る
と
呼
吸
系
症
状
や
循
環
障
害
に
陥
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
短
時
間
で
症
状
が
現
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
外
出
す
る
際
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
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野
良
猫
・
キ
ツ
ネ
対
策
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
、
町
内
で
は
野
良
猫
に
関
す
る

苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
キ
ツ
ネ
も
市
街

地
で
頻
繁
に
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
野
良
猫
、
キ
ツ
ネ
と
も
に
法
律
上
原

則
と
し
て
駆
除
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

今
回
は
野
良
猫
と
キ
ツ
ネ
を
寄
せ
つ
け
な
い

な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

〇
対
策

・
ど
ん
な
生
き
物
も
エ
サ
が
あ
る
場
所
に
集

ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
ご
み
や
ペ
ッ
ト

の
エ
サ
を
放
置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

生
ご
み
を
そ
の
ま
ま
畑
に
す
き
込
ん
だ
り
、

エ
サ
の
食
べ
残
し
を
放
っ
て
お
く
と
、
野
生

動
物
な
ど
が
集
ま
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
生
ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆
肥

化
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
が
エ
サ
を
食
べ
終
わ
っ

た
ら
そ
の
都
度
片
づ
け
た
り
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
猫
が
侵
入
し
た
り
、
キ
ツ
ネ
が
荒
ら
し
て

い
く
場
所
が
あ
れ
ば
、
木
酢
液
を
撒
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

木
酢
液

：

独
特
な
匂
い
を
猫
や
キ
ツ
ネ
が
嫌

が
り
ま
す
。
散
布
し
た
り
（
水
で
２
～
10
倍

程
度
に
薄
め
て
、
３
～
４
日
に
一
度
定
期
的

に
散
布
）
ス
ポ
ン
ジ
や
布
に
浸
透
さ
せ
て
容

器
の
上
に
置
き
、
通
り
道
と
思
わ
れ
る
場
所

に
設
置
す
る
等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
（
自
分

の
所
有
地
ま
た
は
管
理
者
の
許
可
を
得
た
土

地
で
の
み
実
施
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

木
酢
液
は
酸
性
の
た
め
、
水
で
薄
め
ず
使

用
す
る
と
植
物
等
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
商
品
に
添
付
さ
れ

た
使
用
方
法
を
ご
確
認
の
上
、
水
で
薄
め
て

使
用
願
い
ま
す
。
ま
た
、
独
特
の
匂
い
な
の

で
、
一
度
少
量
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
猫
を
飼
う
の
で
あ
れ
ば
屋
内
で
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
た
方
に
は
、

そ
の
猫
に
対
す
る
一
定
の
責
任
が
伴
い
ま
す
。

▼
キ
ツ
ネ
は
野
生
の
動
物
で
す
。
エ
サ
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
キ
ツ

ネ
は
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
原
因
と
な
る
寄

生
虫
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
キ
ツ
ネ
や
そ
の
ふ
ん
を
直
接
触
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当　

 

☎
25

－

２
１
４
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線
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バ
イ
ク
転
倒
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
発
生

　

６
月
１
日
、
町
喜
登
牛
付
近
の
道
道
で
、

バ
イ
ク
を
運
転
中
に
鹿
と
接
触
し
た
と
み
ら

れ
る
男
性
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
に
よ
り
、
平
成
23
年
８
月
21
日

か
ら
続
い
て
い
た
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
３

２
０
７
日
で
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
警
察
や
道
路
管
理
者
と
共
に
行

っ
た
現
場
検
証
を
基
に
、
事
故
の
再
発
防
止

に
努
め
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
改
め
て
自
分
の
運
転

を
見
直
し
、
交
通
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う

安
全
運
転
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
重
点
項
目

〇
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
ず
必
ず
法
定
速
度

を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
、
周
囲
が
確
認

し
づ
ら
く
、
危
険
察
知
が
遅
く
な
る
た
め
、

事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

〇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　

事
故
の
際
、
車
内
か
ら
の
飛
び
出
し
を
防

ぎ
、
運
転
手
だ
け
で
な
く
同
乗
者
の
命
も
守

り
ま
す
。

〇
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
り
ま
し
ょ
う

　

長
時
間
の
運
転
は
居
眠
り
運
転
事
故
に
繋

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〇
『
な
が
ら
運
転
』『
あ
お
り
運
転
』
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

大
事
故
に
つ
な
が
る
行
為
で
す
。
違
反
行

為
に
は
、
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

身
体
能
力
、
判
断
低
下
に
よ
り
運
転
に
不

安
を
感
じ
た
方
は
、
早
め
に
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

詳
細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
検
診
内
容
は
血
液
検
査
で
す
。

受
診
希
望
の
方
は
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担

当
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程

：

11
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮
（
申
し
込
み

は
９
月
７
日
か
ら
）

対
象
者

：

小
学
３
年
生
以
上
の
町
民
（
受
診

は
５
年
に
１
回
で
す
）

料
金

：

４
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
金根金根
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よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日
㈫　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

そ
の
他　

予
約
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
詳
細　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

☎
０
１
５
５

－

66

－

４
８
７
７

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

　

警
察
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
21
日
㈮
ま
で

一
次
試
験
日　

９
月
21
日
㈪

受
験
資
格　

Ａ
区
分
（
学
校
教
育
法
に
大
学
等

を
卒
業
し
た
者
）
Ｂ
区
分
（
Ａ
区
分
以
外
の
者
）

詳
細　

本
別
警
察
署
警
務
課
警
務
係

☎
22

－

０
１
１
０
内
線
２
１
１

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用
資

格
試
験

　

令
和
３
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
と
か
ち
広
域
消
防
事

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
区
分　

大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命
士
、

高
校
卒

試
験
日
程
等　

試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
（
試
験
案
内
は
十
勝
管
内
各
消
防
署
で
も
用

意
し
て
い
ま
す
）。

詳
細　

と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給
与

係
（
消
防
局
庁
舎
３
階
）

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
１
２
１

海
上
保
安
官
募
集

〇
海
上
保
安
大
学
校

受
験
資
格　

高
等
学
校
卒
業
後
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
お
よ
び
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

受
付
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）　

８
月
27
日

㈭
～
９
月
７
日
㈪

第
一
次
試
験　

10
月
31
日
㈯
・
11
月
1
日
㈰

詳
細　

釧
路
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
０
１
５
４

－

22

－

０
１
１
８

Ⓗh
ttp
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w
w
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aih
o.m

lit.g
o.jp

/op
e/

sik
en
.h
tm
l

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

選
抜
区
分　

Ａ
Ｏ
入
試
８
月
22
日
、
指
定
校
推

薦
入
試
９
月
19
日
、
自
己
推
薦
入
試
10
月
24
日
、

一
般
入
試
１
月
23
日

詳
細　

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
教
務
課

☎
０
１
９
３

－

62

－

５
３
１
６

Ⓗh
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w
w
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ets.ac.jp
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iyak

o/

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

足
寄
高
等
学
校
・
足
寄
中
学
校
・
足
寄
小
学
校
・

認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
へ

・
手
作
り
お
菓
子
し
ょ
う
げ
つ
（
両
角
修
寛
代

表
）
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
に

　
　
　
　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
計
72
リ
ッ
ト
ル

ＪＡ本別町農協青年部が「青空市」を開催！知床、十勝、オホーツクのうまみがいっぱい

　「浜田旅館」が宿泊客に好評だった「まぜご

はん」を再現商品化。混ぜるだけで完成する缶

詰。味は４種類。

「よーいごはん」各７００円（税込）

・エゾ鹿＆北海道産ふき（青缶）

・北見産豚「ｵﾆｵﾝﾎﾟｰｸ」しょうが仕立て（黄缶）

・知床どり＆羅臼こんぶ（茶缶）

・北海道産サケ＆羅臼こんぶ（緑缶）

詳　細　陸別町観光物産館（道の駅内）

　　　　☎２７－２０１２

　農協青年部の会員たちが、丹精込めて育てた

新鮮な野菜を安価で販売します。

日　時　８月28日㈮
　　　　　午前10時～午後３時30分

場　所　Ａコープほんべつ店駐車場

内　容　 バレイショ、大根、玉ネギ、ニンニク、

キャベツなど

詳　細　�ＪＡ本別町農協管理部企画課（農協青

年部事務局）　　☎２２－３１４８

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
ー
ビ
ス
（
資
料
検
索

シ
ス
テ
ム
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
う
い
う
本
が
読
み
た
い
け
れ
ど
、
図
書

館
に
は
あ
る
の
か
な
？
図
書
館
に
は
ど
の
よ

う
な
本
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
そ
の
よ
う
な
と

き
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
で
図
書
館
内
に
あ
る
本
を
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
し
く
入
っ
て
き
た
本
の
確

認
や
図
書
館
で
貸
出
・
予
約
さ
れ
て
い
る
本

の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
ご
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
簡
単
な
検
索
を
し
た
い
と
き

①
「
資
料
検
索
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら
「
簡
易
検

索
」
を
選
択
。

②
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
（
複
数
の
場
合
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
ま
す
）。

③
検
索
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
検
索
結
果
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

・https://ilisod001.apsel.jp/ashoro/

　

（
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
Ｗ
ｅ
ｂ 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

そ
の
他
の
検
索
方
法
は
、
町
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
図
書
検
索
・
新
刊
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
一
般
書

『
法
廷
遊
戯
』 

五
十
嵐　

律
人

『
星
月
夜
』 

李　

琴
峰

『
赤
い
砂
を
蹴
る
』 

石
原　

燃

『
ミ
ラ
イ
ヲ
ウ
ム
』 

水
沢　

秋
生

『
志
村
け
ん
「
笑
い
の
神
様
」
の
一
生
』

 

し
む
け
ん
研
究
会
編
集
部
編

『
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
「
リ
ピ
決
定
」
レ
シ
ピ
食
べ

た
人
が
大
絶
賛
！
』 

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社

●
児
童
書

『
じ
り
じ
り
の
移
動
図
書
館
』 

廣
嶋　

玲
子

『
キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い
こ
ふ
ん
時
代
へ
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
』 
三
田
村　

信
行

『
ス
ー
パ
ー
図
解
工
作
図
鑑
』 

か
ざ
ま　

り
ん
べ
い

『
か
ん
た
ん
！
か
わ
い
い
女
の
子
の
手
芸
＆
工
作

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』 

「
女
の
子
の
手
芸
と
工
作
」
編
集
室

『
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ　

く
も
』 

松
屋　

真
由
子

『
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
は
ら
ぺ
こ
な
い
ち

に
ち
』 

竹
下　

文
子

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　

詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
中
間

報
告
と
納
付

　

個
人
事
業
主
の
方
で
、
令
和
元
年
分
の
確
定

消
費
税
額
（
地
方
消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）
が

48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。「
令

和
元
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」
と
は
、
令
和
元

年
分
の
確
定
申
告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
、
修
正
申
告
若
し
く
は
期
限
後

申
告
を
行
っ
た
場
合
ま
た
は
決
定
が
行
わ
れ
た

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費

税
の
年
税
額
を
言
い
ま
す
。

詳
細　

十
勝
池
田
税
務
署
総
務
課
総
務
係

☎
０
１
５

－

５
７
２

－

２
１
７
１

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
の
お

知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
専

門
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
子
ど

も
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
８
月
28
日
㈮
か
ら
９
月
３
日
㈭
ま
で
は

「
全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』
強

化
週
間
」
で
す
。
期
間
中
は
、
平
日
の
受
付
時

間
を
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
に
延
長
し

て
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
お
薬
代
の
負
担
軽
減
や
健
康
保
険
財

政
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費
や
保

険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
の
利
用
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
に
つ
い
て
ご
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
と
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

詳
細　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業
推
進
課

☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
６
７

無
料
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す

　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
弁
護
士
協
会
で
は
、
法

律
問
題
に
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
弁
護
士
に

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

募　

集

から町別陸 から町別本



金田　匠
た く ま

真ち
  ゃ
   ん

� （平成30年８月28日生まれ）

　食べるの大好き！たくまです。

お兄ちゃんが憧れ！？なんでも

お兄ちゃんの真似をして、吸収

して、成長中。これからもいっ

ぱい食べて、いっぱい遊んで元

気に大きくなってね。

� 篤・亜美さ
んの子

� （南７条） 加藤　湧
わ く

久ち
  ゃ
   ん

� （平成30年８月10日生まれ）

　勇気がわく、希望がわく、夢

がわく。毎日よく食べ、よく寝て、

湧き出る力で元気に遊んでいます。

そんな湧久の将来が今から楽し

みでワクワクしています。

� 大介・千尋さ
んの子

� （平和）

今月の表紙
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https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆先日開催された夏季北海道高等学

校野球大会十勝支部予選において、

足寄高等学校野球部が14年ぶりに

公式戦勝利、20年ぶりに支部予選

決勝進出を果たしました。

☆決勝戦では敗れてしまいましたが、

足高野球部の新たな歴史がここか

ら始まると思うととても楽しみで、

今後も目が離せません。

☆今大会は保護者以外の観戦は原則

禁止でしたが、いつか球場で取材

したいです！

☆新型コロナウイルス感染症の感染

拡大が各地で起こっています。手

洗い、うがい、消毒、マスクの着

用、人混みや接待を伴う店を避け

るなど、予防を徹底しましょう。

　７月６日㈪に認定こども園どんぐりで行わ

れた「放水体験」でのスナップです。

ひとのうごき

７月末の住民基本台帳

人　口　　６，７２４　人　（－７)

　男　　　３，２９２　人　（＋２)

　女　　　３，４３２　人　（－９)

世　帯　　３，４７６世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

金森　斗
と き

葵ち
  ゃ
   ん

� （平成30年11月21日生まれ）

　歌や手遊び、踊りが大好きで

いつも歌って踊っています♪妹の

お世話もしようとする小さなお

兄ちゃん。これからもいっぱい食

べて、遊んで大きくなってね。い

つまでも可愛いトキでいてね♡
� 朋哉・沙也加さ

んの子

� （北３条）


